
小川正孝のニッポニウム研究資料

小川正孝氏

第 号

Ｘ線分光写真乾板
東北大学史料館

新
元
素
の
発
見

　
小
川
正
孝
氏

１
８
６
５

―
１
９
３
０

は
１
９
０
４

年
か
ら

年
ま
で
、
英
国
ロ

ン
ド
ン
大
学
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ラ
ム
ジ
ー
氏
の
も
と
で
研

究
し
、
鉱
物
ト
リ
ア
ナ
イ
ト

に
含
ま
れ
る
新
元
素
「
ニ
ッ

ポ
ニ
ウ
ム
」
を
発
見
し
た
と

発
表
。
小
川
氏
は
そ
れ
を
原

子
番
号

番
の
元
素
と
考

え
、
生
涯
を
か
け
て
確
認
に

努
め
た
も
の
の
追

試
確
認
が
得
ら
れ

ず
、
や
が
て

番

は

年
に
生
成
さ

れ
た
人
工
元
素

「
テ
ク
ネ
チ
ウ

ム

と
確
定
さ
れ

た
。

　
し
か
し
、近
年
、

小
川
氏
の
遺
品
の

中
に
あ
っ
た
Ｘ
線

分
光
分
析
写
真
の

解
析
に
よ
り
、

年
に
ノ
ダ
ッ
ク
氏

ら
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た

番
「
レ
ニ
ウ
ム
」
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
東
北
大
学
史
料
館
所
蔵
の

研
究
資
料
お
よ
び
研
究
に
対

し
授
与
さ
れ
た
東
京
化
学
会

第
１
回
櫻
井
褒
賞
メ
ダ
ル

１
９
１
０
年

は
１
０
０

年
以
上
前
の
日
本
の
化
学
者

が
世
界
の
新
元
素
発
見
競
争

の
先
端
で
活
躍
し
た
と
い

う
、
記
憶
さ
れ
る
べ
き
歴
史

的
事
実
を
示
し
て
い
る
。

フィッシャー・トロプシュ法による人造石油製造に関わる資料

ＦＴ法合成用触媒（京都大学化学研究所）

人
造
石
油
を
生
産

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
石

炭
か
ら
人
造
石
油
を
生
産
す

る
技
術
開
発
が
国
策
と
し
て

行
わ
れ
た
。
１
９
３
８
年
設

立
の
北
海
道
人
造
石
油
は
ド

イ
ツ
か
ら
導
入
し
た
「
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
・
ト
ロ
プ
シ
ュ

Ｆ
Ｔ

法
」
を
取
り
入
れ

た
。
コ
バ
ル
ト
系
触
媒
を
用

い
て
石
炭
か
ら
得
ら
れ
る
一

酸
化
炭
素
と
水
素
と
の
混
合

ガ
ス
か
ら
石
油
を
合
成
す
る

技
術
で
、
人
造
石
油
の
工
業

化
を
目
指
し
た
。
京
都
帝
国

大
学
教
授
の
喜
多
源
逸
氏
ら

は
鉄
系
触
媒
を
使
用
す
る
製

法
に
成
功
し
、

年
か
ら
同

社
の
滝
川
工
場

北
海
道

で
工
業
化
。
工
場
の
稼
働
開

始
か
ら
終
戦
ま
で
に
生
産
さ

れ
た
人
造
石
油
の
量
は
大
規

模
な
設
備
投
資
に
見
合
わ
な

か
っ
た
が
、
大
学
に
お
け
る

基
礎
的
な
触
媒
研
究
に
基
礎

を
置
い
た
工
業
化
で
、
戦
後

の
石
油
化
学
産
業
に
つ
な
が

る
事
業
だ
っ
た
。

　
京
都
大
学
化
学
研
究
所
、

滝
川
市
郷
土
館
に
は
当
時
の

文
書
や
製
品
試
料
が
保
存
さ

れ
て
お
り
、
滝
川
工
場
研
究

所
棟
な
ら
び
に
留
萌
研
究
所

本
館
も
現
存
し
て
い
る
。

第 号

国産技術によるアンモニア合成（東工試法）の開発とその企業化に関する資料

合成ガス循環機（昭和電工川崎事業所）

第 号

量
産
に
成
功

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国

際
的
な
経
済
競
争
に
対
し
、

１
９
１
８
年
、
農
商
務
省
は

臨
時
窒
素
研
究
所
を
設
立
し

ア
ン
モ
ニ
ア
お
よ
び
硫
安
の

製
造
技
術
の
開
発
を
開
始
し

た
。
ハ
ー
バ
ー
氏
の
論
文
や

特
許
を
参
考
に
実
験
室
で
の

ア
ン
モ
ニ
ア
高
圧
合
成
に
成

功
。
苦
心
の
末
に
開
発
し
た

安
価
で
高
活
性
の
触
媒
を
用

い
、
国
外
で
購
入
し
た
窒
素

や
水
素
の
製
造
装
置
な
ど
を

活
用
し
、
工
業
化
に
必
要
な

中
規
模
試
験
を
実
施
。

年

に
ア
ン
モ
ニ
ア
の
高
圧
合
成

に
成
功
し
、
「
東
工
試
法
ア

ン
モ
ニ
ア
合
成
」
の
名
で
知

ら
れ
る
。

　
こ
の
技
術
に
よ
り
昭
和
肥

料

現
昭
和
電
工

は
国
産

の
水
素
製
造
装
置
、
高
圧
圧

縮
機
な
ど
を
用
い
て
、

年

に
ア
ン
モ
ニ
ア
お
よ
び
硫
安

の
大
量
生
産
に
成
功
。
生
産

規
模
は
国
内
最
大
の
年
産

万

で
あ
っ
た
。
産
業
技
術

総
合
研
究
所
と
昭
和
電
工
に

保
存
さ
れ
て
い
る
水
素
製
造

装
置
、
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
触

媒
、
合
成
管
、
高
圧
ガ
ス
圧

縮
機
な
ど
は
日
本
の
近
代
的

化
学
工
業
の
原
点
を
示
し
て

い
る
。

日本における塩素酸カリウム電解工業の発祥を示す資料
第 号

▲旧塩剥製造工場建屋
昭和電工東長原事業所

白御影石製電解槽上部の陽極
（昭和電工東長原事業所）

大
型
建
屋
を
保
存

　
マ
ッ
チ
工
業
は
明
治

年

代
か
ら
日
本
の
大
輸
出
産
業

に
成
長
し
た
。
日
本
で
は
１

８
９
３
年
に
、
日
本
舎
密
製

造
が
マ
ッ
チ
の
重
要
原
料
で

あ
る
塩
素
酸
カ
リ
ウ
ム
の
化

学
法
を
工
業
化
し
た
が
、
輸

入
品
に
敗
れ
て

年
に
生
産

を
中
止
し
た
。
そ
れ
以
後
は

輸
入
品
の
市
場
支
配
が
続
い

た
。

　
日
本
化
学
工
業
の
創
始
者

で
あ
る
棚
橋
寅
五
郎
氏
は
１

９
１
０
年
に
福
島
県
の
猪
苗

代
湖
日
橋
川
の
電
力
を
利
用

し
て
、
会
津
工
場
で
電
解
法

に
よ
る
工
業
化
に
成
功
し

た
。
そ
の
後
、

年
に
会
津

工
場
は
操
業
を
停
止
。

年

に
日
本
沃
度
現
昭
和
電
工

が
買
収
し
、
運
転
を
再
開
し

た
。
電
解
槽
は
白
御
影
石
製

で
、

年
ま
で
使
わ
れ
た
。

旧
塩
剥
製
造
工
場
建
屋
は
工

え
ん
ぼ
つ

場
発
足
当
初
の
ま
ま
現
在
も

使
わ
れ
て
い
る
。
間
口

、
奥
行
き

、
木
造
レ

ン
ガ
造
り
の
巨
大
な
化
学
工

場
製
造
建
屋
。
事
務
所
や
倉

庫
で
は
な
く
、
製
造
に
使
わ

れ
た
大
型
建
屋
と
し
て
は
保

存
状
態
が
良
く
、
現
存
す
る

数
少
な
い
事
例
で
あ
る
。

女性化学者のさきがけ　黒田チカの天然色素研究関連資料
第 号

黒田チカ氏

　　紫根と紫根染め、
　　シコニンの標本　
お茶の水女子大学

紫
根
を
研
究

　
黒
田
チ
カ
氏

１
８
８
４

―
１
９
６
８

は
女
子
高
等

師
範
学
校

現
お
茶
の
水
女

子
大
学

卒
業
後
、
初
の
女

子
帝
国
大
学
生
３
人
の
う
ち

の
１
人
と
し
て
東
北
帝
国
大

学
に
入
学
。
眞
島
利
行
氏
の

指
導
で
紫
根
の
色
素
を
研
究

し
て
化
学
構
造
を
明
ら
か
に

し
、
シ
コ
ニ
ン
と
命
名
。１

９
１
８
年
最
初
の
研
究
成
果

を
「
東
京
化
学
会
誌
」
に
発

表
し
、
同
年
、
東
京
化
学
会

大
会
で
女
性
理

学
士
初
の
研
究

発
表
を
行
っ

た
。
英
国
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
留
学
後
、

理
化
学
研
究
所

で
紅
花
色
素
の

構
造
研
究
に
打

ち
込
み
、
結
晶

「
カ
ー
サ
ミ

ン
」
と
し
て
単

離
に
成
功
。
こ
の
研
究
に
よ

り
、
日
本
で
２
人
目
の
女
性

理
学
博
士
と
な
っ
た
。
多
く

の
天
然
色
素
を
研
究
対
象
に

し
、
単
離
し
た
結
晶
性
色
素

の
化
学
構
造
を
明
ら
か
に
し

た
。
タ
マ
ネ
ギ
の
上
皮
に
含

ま
れ
る
色
素
「
ケ
ル
セ
チ

ン
」
は
高
血
圧
症
の
治
療
薬

と
し
て
製
剤
化
さ
れ
た
。

　
女
性
化
学
者
の
先
駆
け
と

し
て
、
お
茶
の
水
女
子
大
お

よ
び
黒
田
家
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
資
料
は
そ
の
業
績
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

化学遺産次世代に功績伝える■■■■
　化学と化学技術に関する歴史資料の保存と利用促進に向け、日

本化学会は「化学遺産」を認定している。歴史資料の中でも特に

貴重なものを化学遺産に認定し、文化遺産、産業遺産として次世

代に伝え、学術と教育の向上、化学工業の発展を支えていくこと

を目的とする。３月、第４回化学遺産に５件が認定され、化学遺

産は計 件となった。

　　 ２０１３年 平成２５年 ４月２６日 金曜日 【広告特集】 （ ）


